
 

南箕輪村巡回バス「まっくんバス」について 

 

１　南箕輪村巡回バス「まっくんバス」の概要 

 

自家用車等の普及によりバスの利用者は減少し、村内の民間バス路線は廃止、縮小の一途をたどって

いる状況下において、高齢者をはじめ自分で車を運転できない方たちにとってバスは生活のために欠

くことのできない交通手段であり、多くの方の生活の足となるため誰でも乗ることができる村内巡回

バスを運行しています。 

 

（１）運行開始　　　平成 15年(2003 年)４月（当初１台で運行、平成 23 年 10 月から２台で運行） 

（２）運行系統　　　別添（まっくんバス時刻表）のとおり 

（３）利用対象者　　誰でも利用可 

（４）路線 

・４コース（18 巡回） 

・北コース 及び 東コース（５巡回）、南コース 及び 南原沢尻コース（４巡回） 

（５）運行 

土、日、祝祭日及び年末年始（12 月 30 日～１月３日）を除く毎日 

（６）運賃 

・大人 200 円、　小学生・障がい者・免許自主返納者 100 円 

・小学校就学前及び 75歳以上の高齢者※は無料 

※高齢者については平成 30 年４月から無料化 

○回数券 

・大人 200 円 1 冊（10 枚綴り大芝高原温泉入浴券付き）　　　2,000 円 

・小学生・障がい者 1冊（10 枚綴り味工房ジェラート券付き）1,000 円 

○定期券 

・１か月　 6,000 円（小学生・障がい者は 3,000 円） 

・３か月　18,000 円（　　　〃　　　　  9,000 円） 

・６か月　36,000 円（　　　〃　　　　 18,000 円） 

（７）運行方式 

・道路運送法第４条による乗合旅客運送（通常の一般乗合旅客運送事業） 

・南箕輪村から伊那バス（株）に運行委託 

・運賃については道路運送法第９条及び同法施行規則第９条の規定に基づき届け出た運賃に設定

（地域公共交通会議で合意を経た協議運賃） 

（８）その他 

「まっくんバス」の名称と車体のデザイン、ロゴマークは、平成 11 年度の南箕輪中学校２年３組

の皆さんが村に寄せてくれた案を取り入れて決定。  



 

２　「まっくんバス」のこれまでの改正等の経緯 

 

（１）運行体制の基本的な考え方 

○誰でも乗ることができる 

高齢者、障がい者等の一般的に交通弱者といわれる方々だけではなく、自分で車を運転しない

等、全ての人を利用対象とします。 

○移動目的とする施設 

各地区から村役場、大芝の湯、伊那中央病院、商業施設へ移動できることを目的とします。朝

夕の一便ずつは伊那養護学校への通学（養護学校前バス停の到着時間、駅での乗り継ぎ）に対応

します。 

 

（２）改正等の検討経緯 

利用者の利便性や安全性を向上させるため、継続的にルートの見直し等の検討を行っています。 

これまで、平成 15 年の運行開始以来、平成 16 年、平成 21 年の見直しを経て、平成 23 年 10 月

にバス２台体制とする全面改正を行いました。その後も利用状況、利用者の意見の聴取などをふま

えて、随時バス停の新設など一部見直しを行っています。 

また、平成 15 年度当初に導入した車両について、走行距離が長くなり故障等も多くなっていた

ことから、平成 31年３月に新車両に更新しました。 

 

（３）最近の主な改正 

　　　【平成 30年４月】 

　　　　①バス停の移設及びそれに伴うルートの一部変更 

　　　　　原胃腸科外科医院前バス停の廃止、大和泉神社前バス停の新設 

　　　　②減便 

　　　　　利用者が少ない最終便（南コース５便、南原・沢尻コース５便）を減便 

　　　　③高齢者（75 歳以上）の運賃の無料化　 

　　　【平成 31年４月】 

①バス停の新設　大泉東バス停 

　　　【令和２年４月】　変更なし　　 

　　　【令和３年４月】　変更なし 

　　　【令和４年４月】　変更なし 

【令和５年４月】　変更なし 

【令和６年４月】　変更なし 

【令和 7年 4月】　変更なし 



 

３　運行実績・経費 

 

（１）運行実績 

 

 

 

 

 



 

 



 

（２）運行経費 

○運行については伊那バス（株）に委託し、経常損失を村が負担します。 

 

○令和６年度決算状況（令和５年 10月～令和６年９月） 

経常収益　　　　　　　　　　934 千円（前年比 45 千円減） 

経常費用　 　　　　　　　　43,439 千円（前年比 4,569 千円増） 

経常損益（村委託料）　　 △42,505 千円（前年比 4,614 千円増） 

ただし、特別交付税として経常損失が補てんされます（令和６年度は 74.6％）。伊那市からの負

担金（御園地区通行に伴う負担分約 284 千円）や、バス停広告収入（36 千円）を入れて、村の実

質負担額については、約 10,901 千円となります。 

　 

○過去３年の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

 

４　令和 7年度事業費（予算額） 

　　巡回バス委託料　43,000 千円 

 

５　利用促進について 

（１）令和６年度の利用促進について 

①高齢者（75 歳以上）の運賃無料化と利用者カードの配布 

②乗継券の発行 

　　伊那本線に乗り継ぐ場合には、乗継券（最大 200 円割引、当日限り有効）を発行しています。　

 令和６年度 令和５年度 令和４年度

 経常収益 934 979 1,126

 経常費用 43,439 38,870 40,492

 経常損益 △42,505 △37,891 △39,366

 収支率 2.1% 2.5% 2.7%


